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植物病原糸状菌である炭疽病菌およびイネいもち病菌は、感染時に付着器という感染の専門細胞を分
化させ、その高い膨圧により植物の固い細胞壁を突破して感染を成立させる。従来、付着器の膨圧は
浸透圧調整物質を用いた間接的な手法により計測されていた。本手法は簡便に膨圧を推定できる利点
があるものの、細胞集団の平均値から膨圧を算出するため、細胞一つ一つの膨圧を計測することは困
難であり、また膨圧を発生させる細胞壁そのものの物理学的な特性の解析が困難だった。そこで、本
研究では付着器を形成する炭疽病菌の付着器を対象に、AFM による弾性率・膨圧の直接計測および膨
圧の発生を可能にする細胞壁の解析手法確立を目的とした。これまでに AFM 計測が可能な in vivo で
の付着器誘導に成功し、コロイドプローブを用いた付着器の弾性率計測に成功した。また本手法を用
いてこれまでに我々が同定した感染に必須な炭疽病菌の遺伝子の変異体において、付着器の弾性率が
低下していることを明らかにした。本成果を応用し、AFMによって付着器細胞壁を解析すれば膨圧発
生を可能にする付着器細胞壁の物理的特性を解明することが期待できる。 
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